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       早朝よりオープンスクールに参観していただきありがとうございました。  また、市内小学校では初めての試みでありました『児童引渡訓練』も想像以上にスムーズに運営できたのではないかと安心いたしました。重ねてご協力ありがとうございました。  もし万が一大地震が起きた際には訓練のようにスムーズにいくかどうかは分かりませんが、保護者の皆様も私たち学校側も今回の訓練で多少はイメージとして捉えられたのではないでしょうか。 今後も災害時には何よりも児童の安全を最優先しながら、臨機応変の対応を心がけたいと思っています。 今回のオープンスクールや児童引渡訓練のことでご意見やご質問がありましたら、担任や学校長までご連絡いただければと思います。よろしくお願い致します。  
 

 地域の人がさまざまな作品を展示していただく「わくわくギャラリー」を今年も開催できました。11/1から11/7までの展示には、保護者や地域の方も多く見に来てくださり、子どもたちもたくさん鑑賞していました。地域の方のご協力、また、ご覧いただきましたことに感謝いたします。  さて、今回も墨絵、ちぎり絵、紙粘土細工、古布手芸、紙細工等のたくさんの作品が出品されました。そして、折り紙コーナーに展示していただいた公民館の折り紙教室の先生と生徒さんが、２日間（11/6・7）にわたって小学校の図書室で子どもたちに「折り紙教室」を行っていただきました。教えていただいた先生やみなさまありがとうございました。 

   
 １０月２９日（火）体育館に全校児童が集まって、文化鑑賞会を行いました。今年度は「影絵」をしましたが、今年度は演劇、来年度は音楽という形で一年ごとに内容を代えて文化鑑賞会を行っています。 今年は前半に影絵教室をしてもらい、後半は影絵劇「注文の多い料理店」観せてもらいました。 写真は影絵教室で１・３・５年の代表１名が出て、「鳩」「急須」「やどかり」をスクリーンの後ろから映し出している様子です。そのほかにも影絵教室では人形を使った影絵やライトの動かし方で手や身体が伸びたり縮んだりする様子も観せてもらって子どもたちは大喜びでした。 そして、１０月３１日（木）朝。ある地域の集合場所に行き、いつものように立哨していました。そこに集まってきた子どもたちと「影絵は楽しかったね。」という話をしていると１年生の女の子が「校長先生、手を丸めてみて。」と声をかけてきました。手を丸めて筒を作ってみると、その女の子は影絵教室で習った急須の形を作って「校長先生、ハイお茶どうぞ」とお茶を入れる真似をしてくれました。その後、２年生の男の子もそばに来て同じように急須を作って「校長先生、お茶のおかわりどうぞ」と、またまたお茶を入れる真似をしてくれました。 とても、とてもほのぼのとしたシアワセな気持ちになって、学校に戻ってすぐに何人かの先生にこの様子を伝えました。先生方も「かわいいですね。」と大変嬉しそうに言ってくれました。そういう感性を大事にしたいものです。   たくさんの読み聞かせボランティアさんに来ていただき、同じ時間にすべての学級で読み聞かせをしていただきました。写真のように本を持ったままだったり、紙芝居だったり、いろいろ工夫していただきながら読み聞かせをしていただきました。子どもたちは集中して聞き込んでいました。ありがとうございました。   

 

読み聞かせボランティア募集しています。 得意だとか苦手だとかは関係なく、お友達同士誘い合って、まず自分が楽しく本と親しみながら菅原小の子どもたちのために「読み聞かせボランティア」としてお力をお貸しいただけませんか。 問い合わせは  学校 22-0751   担当：米こめ田だ  までお願いします。 
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楽しかった 文化鑑賞会 

―影絵教室・影絵劇「注文の多い料理店」― 



 

 


